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１ 消費生活センター運営事業 

 

 

Ⅰ 消費生活センター運営懇話会について 

 開催日 開催場所 参加委員数 傍聴者数 

運営懇話会 11 月 27 日 ｸﾘｴｲﾄｾﾝﾀｰ 

303 号室 

８人 なし 

３月 22 日 オンライン 

による開催 

８人 なし 

 

 

○ 事業実績 

懇話会は２回開催され、若年層への消費者教育、消費生活展をはじめとした 

今後の啓発手法などについて有益な意見が交わされた。 

 

Ⅱ 消費生活センターレベルアップ研修等について 

 

Ⅱ－① 弁護士との共同事例研究会 

 開催日 開催場所 担当弁護士 

弁護士との事例

研究会 

①７月６日 

②11月２日 

③３月１日 

ｸﾘｴｲﾄｾﾝﾀｰ 

201 号室 

明日風法律事務所 

江口 文子 弁護士 

 

○事業実績 

 弁護士との事例研究会を３回実施した。研究会には、相談員のほか行政職員も

参加し、相談事例の検討、対応のポイント等について学習、共有した。 

 

Ⅱ－② 大阪弁護士会主催共同事例研究会 

 

○事業実績 

 消費生活相談員が参加し、相談事例を題材として、弁護士とともに対応などに

ついて検討しながらレベルアップを図った。（延べ３回） 

 

Ⅱ－③ 国民生活センター主催研修への派遣 

 

○事業実績 

 独立行政法人国民生活センター主催の消費生活相談員専門事例講座等を派遣

及びオンラインにより受講し、最新事例の把握や情報交換に努めた。 
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２ 消費生活啓発事業 

 

啓発事業 開催日 場所 参加人数 募集人数 参加率 

講師派遣事業 随時 
茨木西高校 

他２か所 
315 人 

2,021 人 

(前年実績) 
15.6% 

移動型生活展 

（中津公民館文化展に

参加） 

11 月１日 中津小学校体育館 85 人 
212 人 

（前年実績） 
40.1% 

オンライン講演会 

「私たちの選択が 

未来を変える 

～幸せをもたらす 

エシカルライフのすすめ～」 

２月 13 日 オンライン開催 100 人 

 

 

32 人 32.0% 

 

※令和２年度は、コロナ禍を踏まえ、多くの啓発事業を中止した。 

 

消費生活に関する啓発については、下記の通り実施した。 

 

Ⅰ 紙及び電子媒体ベースでの啓発について 

 

Ⅰ－① 広報いばらきの『消費生活だより』及び『消費生活センターニュース』 

 

○ 事業実績 

・広報いばらきの『消費生活だより』 

時期 タイトル 

4 月 ・見積もり無料にご注意を 

6 月 ・特別定額給付金に関する詐欺メールに注意 

8 月 ・蜂駆除サービスのトラブルに注意 

9 月 
・前年度の消費生活相談特集 ネット上の契約トラブルが今年も増加 

・定期購入・偽のセキュリティ警告画面に気をつけて！ 

10 月 ・自然災害による住宅修理トラブル 

12 月 ・クレジットカード利用明細の確認を 

2 月 ・通信販売は広告表示の確認を 

 

 

Ⅰ－② よどがわ市民生協 夕食サポート版『消費生活センターニュース』 

 

○ 事業実績 

時期 タイトル 配布部数 

4 月 ・新型コロナウイルスに便乗した悪質商法に注意！ 250 部 

6 月 
・ハチ駆除サービスのトラブルに注意してください！ 

（裏面：茨木警察署防犯速報） 

250 部 
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8 月 ・新型コロナウイルス感染症対策を万全に！ 260 部 

10 月 ・電気・ガスの契約先変更は慎重にしましょう 250 部 

12 月 
・テレビ通販でサポーターを購入するはずが、健康食品の購入を  

させられた 

300 部 

2 月 ・えっ！通信販売はクーリング・オフできないの？ 300 部 

 

 

Ⅰ－③ 高齢者配食サービス事業所 配食サービス版『消費生活センターニュース』  

 

○ 事業実績 

時期 タイトル 配布部数 

4 月 ・新型コロナウイルスに便乗した悪質商法に注意！ 754 部 

6 月 
・ハチ駆除サービスのトラブルに注意してください！ 

（裏面茨木警察署防犯速報） 

754 部 

8 月 ・新型コロナウイルス感染症対策を万全に！ 754 部 

10 月 ・電気・ガスの契約先変更は慎重にしましょう 754 部 

12 月 
・テレビ通販でサポーターを購入するはずが、健康食品の購入を  

させられた 

754 部 

2 月 ・えっ！通信販売はクーリング・オフできないの？ 754 部 

 

○配布施設等一覧 

デイサービスセンター静華苑 障がい者地域支援センターあゆむ 

デイサービスセンター常清の里 庄栄エルダーデイサービスセンター 

茨木市立西河原老人デイサービスセンター 茨木市立葦原老人デイサービスセンター 

春日丘荘デイサービスセンター デイサービスセンターけいあいの里 

茨木市立南茨木老人デイサービスセンター 宅配クック１２３ 茨木店 

デイサービスセンター天兆園 ㈱はーと＆はあとライフサポート北摂オフィス 

茨木特別養護老人ホームラガールデイサー

ビスセンター 
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Ⅰ－④ 高齢者・子ども向け消費者情報提供フロー 

 

○ 事業実績 

時期 タイトル 配布先 配布部数 

６月 

・特別定額給付金に関するお知らせ 

・新型コロナウイルスに便乗したサギ（詐欺）に注意  

してください 

 

健康福祉部 

 

 

各１部 

 

７月 

・死亡事故も！ブラインド等のひもで窒息 

・子どもが窓から転落！踏み台になるものを窓の近くに

置かない 

・強力な磁石のマグネットボールを誤飲し消化管に  

穴が！ 

 

 

こども関係課 

 

 

各 410 部 

９月 
・災害に便乗した悪質な修理業者に注意 

・国勢調査を装った不審な電話に注意！ 

健康福祉部 各 1部 
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Ⅰ－⑤ 啓発動画制作  ※新規事業 

 

○ 事業実績 

 高齢者や若者が消費者トラブルに巻き込まれるのを未然に防ぐため、本市出身

の落語家 桂吉弥ら出演の啓発動画「桂吉弥さんの消費者トラブル防止啓発  

落語」、「だまされざるＴＶ」を制作。 

 ４月以降、動画配信サイト「ユーチューブ」の市公式ページで公開、消費生活

センターで貸し出しするほか、市内高齢者関係施設、金融機関、中学校・高校・

大学など教育機関へ提供し、消費者トラブルの防止や消費者ホットライン１８８

や消費生活センターの周知に努める。 
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Ⅱ イベントでの啓発について 

 

Ⅱ－① 移動型消費生活展【中津小学校体育館】 

 

○ 事業実績 

11 月１日（日）に中津小学校体育館において、地域の文化展と連携し実施した。

来場者に対して、展示パネルを中心に、還付金詐欺・訪問販売購入・ネット通販

に関する注意喚起及び 188 の周知を行った。今回、中津小学校体育館壇上におい

て、消費生活相談員による出前講座を開催した。なお、参加人数については   

2 ページの表を参照。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ－② 消費生活オンライン講演会 

 

○ 事業実績 

令和３年２月 13 日（土） 

ミーティングアプリＺＯＯＭを活用しオンラインで開催 

テーマ：私たちの選択が未来を変える 

～幸せをもたらすエシカルライフのすすめ～ 

講 師：末吉里花氏（一般社団法人エシカル協会代表理事） 

参加者：32 名（申込者 67 人） 

 

Ⅲ－① 出前講座・授業について 

 

○ 事業実績 

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、4 月の新入生ガイダンス時での

講座をはじめ、多くを中止せざるを得なかったが、新たな試みとして茨木西高校

２年生の家庭科授業では、ＺＯＯＭを活用したオンライン講座を実施した。 

なお、出前講座に関する実績については 2ページの表を参照。 
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Ⅲ－② 市内中学校地域学習への対応について 

 

○ 事業実績 

中学校１年生の地域学習の一環として、コロナ禍を踏まえ、オンラインで実施

した。 

生徒の訪問を取りやめ、事前に教諭が生徒からの質問等を収録し、消費生活 

センターで回答することとした。 

センターの業務や取組などについて説明し、書面での意見交換を実施。 

 

Ⅳ 上記以外の啓発手段について 

 

○ 事業実績 

 

教育啓発ＤＶＤ、展示パネルの貸出については各１件であった。 

そのほか、啓発小冊子やリーフレットなど、啓発物品の充実を図った。 

また、リコール情報について、消費生活センター前の消費者教育コーナーに 

掲出し周知に努めるとともに、消費者月間である５月には、公用車にマグネット

製啓発ステッカーを貼付し、市内全域での啓発を実施した。 

 

３ 消費生活相談事業 

 

○ 事業実績 

・消費生活相談／個人情報受付件数 

 前年比

較増減 
令和２年度 令和元年度 平成 30 年度 

相  談  件  数 283 2,694 2,411 2,656 

うち個人情報相談件数   △3 2 5 5 

あっせん件数（率） 120 376(14.0%) 251(10.4%) 300(11.3%) 

解決件数（率） 113 337(89.6%) 219(87.3%) 261(87.0%) 

不調件数（率） 7 39(10.4%) 32(12.7%) 39(13.0%) 

相談件数内訳（苦情） 250 2,511 2,261 2,439 

相談件数内訳（問合せ） 33  183 150 217 

 

・相談方法別統計表 

 
前年比

較増減 

令和２年度 令和元年度 平成 30 年度 

件数 (うち土曜) 件数 (うち土曜) 件数 (うち土曜) 

来訪 △65 560 22 625 24 639 23 

電話 340 2,114 55 1,774 38 2,004 53 

文書 8 20 1 12 1 13 1 

計 283 2,694 78 2,411 63 2,656 77 

※消費生活相談員の配置（原則） 

月：5人、火・水：3人、木：4人、金：5人、土：1人（第 2・4午前のみ） 
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・購入形態、支払い方法に関する統計表（消費生活相談のみ） 

区        分 

前年

比較

増減 

令和２年度 令和元年度 平成 30 年度 

購入形

態 別 

店 舗 購 入 △18 536 554 574 

訪 問 販 売 △62 222 284 383 

通 信 販 売 259 1,102 843 813 

マルチ（まがい含む） △9 18 27 15 

電 話 勧 誘 販 売 △18 119 137 128 

ネガティブ・オプション 43 58 15 14 

訪 問 購 入 3   14 11 20 

そ の 他 無 店 舗 販 売 △14 14 28 20 

不 明 ・ 無 関 係 97 604 507 684 

支払い

方法別 

現 金 等 △95 1,027 1,122 1,248 

ク レ ジ ッ ト 等 167 472 305 305 

借 金 契 約 △12 35 47 52 

不 明 ・ 無 関 係 221 1,153 932 1,046 

 

 

 

・相談内容トップ 10 に関する統計表 

 前年比

較増減 
令和２年度 令和元年度 平成 30 年度 

不当・架空請求 △31 209 240 245 

健康食品 16 126 110 69 

インターネット通信サービス 17 98 66 82 

化粧品 21 91 70 49 

工事・建築 △19 83 102 241 

不動産賃貸 - 71 71 106 

自動車 15 65 50 56 

携帯電話・携帯電話サービス △11 57 68 75 

医療 11 54 43 36 

郵便・貨物運送サービス 20 45 25 25 

 


